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本手引について

本手引の概要

「地域の農業を見て・知って・活かすDB」は、農林業センサス調査結果、他府省統
計調査結果（国勢調査等）、行政情報（農業基盤情報、多面的機能支払等）などの各
種データを全国約15万の農業集落単位に組み替えて編成したデータベースです。
当データベースの最大の特徴は、ユーザが通常のオフィスソフトを用いて、容易に複

数のデータを統合し、データの加工・分析ができることにあります。
さらに、農業集落別のデータを農業集落地図と組み合わせることによって、地域の実

情を“見える化”することができます。
本手引は、地方自治体における農業政策や地域政策担当者をはじめ、農業関係団体、

教育機関等の幅広いユーザが、地域施策や課題解決に向けた検討を行うことを想定し
て、データ加工・分析の基本的な手順を示したものです。

推奨環境

(1) ハードウェア
■ Microsoft Officeが問題なく作動するパーソナルコンピュータ
■ 対象OS：Windows10以降

(2) ソフトウェア
■ 表計算ソフト：Microsoft Excel （2016以降）
■ 地図表示ソフト：QGIS

(3) QGISのインストールについて
QGISは、GNU General Public Licenseという利用許諾条件のもとに公開されて

いる「オープンソース」のGIS（地理情報）ソフトウェアであり、自由に利用でき
ます。
QGISは、次の手順でダウンロード及びインストールが行えます。

 https://qgis.org/ja/site/forusers/download.htmlへアクセス
 最新版をインストールしたい場合は、「最新リリース(機能が最も豊富)」からイ

ンストーラーをダウンロード。
 （令和５年７月現在、Version 3.32.0が最新バージョンとしてダウンロードが可

能となっていますが、本手引では、Version3.28.2で解説しています。）
 ダウンロードされたインストーラーを実行し、画面に従ってインストール。
 セットアップの詳細は、QGISを紹介したウェブサイトを参照してください。

（紹介サイトの例：国土数値情報ダウンロードサービス（国土交通省）「国土数
値情報 閲覧マニュアル（QGIS）」の「国土数値情報 閲覧マニュアル（QGIS）
をダウンロードする」

 https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/other/manual.html

本手引について １

https://qgis.org/ja/site/forusers/download.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/other/manual.html


１．分析用データセットの作成

（1）利用可能なデータ項目の確認

（2）利用するデータのダウンロード

１．分析用データセットの作成 2

■ 農林業センサスのデータを利用する場合、以下のリンクを開きます。

■ 目的にあわせて、分析に利用する項目を決定します。

■ 「地域の農業を見て・知って・活かすDB」のページにある、「地域の農業を見
て・知って・活かすDB データ一覧」をクリックし、利用可能なデータを確認しま
す。

（https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/index.html）

http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/index.html


■ 2020年農林業センサスデータを使用する場合は「2020年農林業センサス」をク
リックします。
※ 2015年農林業センサスや2010年農林業センサス、2005年農林業センサスにつ
いても同様の手順で行います。

１．分析用データセットの作成 3

タイトルの末尾に「～（2020年農業集落基準）」と表示された、2005年、2010年及び
2015年の農林業センサスデータは、2020年農林業センサス時点で認定された農業集落に
合わせて編集したデータが収録されています。

ポイント



１．分析用データセットの作成 4

■ 2020年農林業センサスダウンロードデータ

■ 2015年農林業センサス（2020年農業集落基準）ダウンロードデータ

2020年農林業センサス時点
の農業集落による基本指標

2020年農林業
センサスデータ

2015年農林業
センサスデータ

2020年農林業センサスデータ
と同じ基本指標

■ リンク先の「ダウンロード（外部リンク先）」から必要なデータ名をクリックした後、
必要な都道府県をクリックしてファイルをダウンロードします。
※ 次の例では、「８．農業経営体_経営耕地の状況」の「山形県」を選択しています。

市町村合併や土地区画整理事業などにより、農業集落の地域範囲が従前と異なる場
合、変更のあった当該農業集落に関するデータは接続できません。
このため、2005年、2010年及び2015年の農林業センサスデータには、

「＠（接続不能）」の記号が含まれていることがあります。

ポイント



（3）データの統合

１．分析用データセットの作成 5

2020年農林業センサスのデータ

同一都道府県の各ファイルのデータは、全て同じ行数（農業地域指標が全て同じ）、同じ
並び順で作成されています。このため、同一都道府県のデータであれば異なるファイル間で
あっても項目列をコピーして、貼り付けるだけで、地域がリンクされたデータとして利用
できます。

2015年農林業センサス
（2020年農業集落基準）のデータ

令和２年農業基盤情報基礎調査のデータ

利用するデータの列を
選択してコピーします。

統合先のデータ
の指標部の右側に
貼り付けます。

■ （2）でダウンロードした各ファイルを表計算ソフトで開きます。
■ 利用する各データを、列単位でコピーし、統合先のシートへ貼り付けることにより

1つのシートに統合。不要なデータ項目を削除してデータを加工・編集します。
※ 次の例では、2020年農林業センサス及び2015年農林業センサスの「農業経営体_
経営耕地の状況」【SA1024】から、田経営耕地のある経営体数と田経営耕地面積の
データを「農業基盤情報基礎調査」【GA0001】のデータに統合しています。

使用しない項目
は列を削除します。

１

ポイント

２

３



１．分析用データセットの作成 6

データの中で、E列の農業集落（RCOM）が「999」や「-99」である行は、水面や自衛
隊の演習地などで農業集落として認定されていない地域です。農業集落数を求める場合は、
これらの行も除外してください。

データには、農業集落（RCOM）の結果を積み上げた、旧市区町村（KCITY）計、市区町
村（CITY）計、都道府県（PREF）計の集計値行が含まれています。分析の用途に合わせて、
不要な行を除外する必要があります。
前述した集計値行は、表（シート）のＣ列（CITY)、D列（KCITY）、E列（RCOM）の

いずれかのデータが「00」又は「 000 」となっています。

統合先のデータの右端に貼
り付けます。

（３）で作成したデータファイル

農業集落レコードが「０」
の行が集計除外する行になり
ます。

■ 一定条件（要件）を満たす農業集落数をカウントするなど、農業集落数の分析を行
う場合は、都道府県計、市区町村計及び旧市区町村計の行を除外して集計する必要が
あります。このため、除外する行と除外しない行とを区分するための指標となるフラ
グを設定する必要があります。（この操作は、本手引の2－(2)で集落数をカウントす
るために行っています。）

※ 次の例では、(3)で統合したデータに指標となるフラグを付加するために、各行の
集落データを区分するためのフラグが設定された「地域指標」の「４．レコード区
分」【IA0002】ファイルから、必要な項目をコピーし、データの右端の列に貼り付
けます。

地域指標のレコード区分 １

２



（4）分析指標の作成

１．分析用データセットの作成 7

(Ｅ)=
(Ｂ)/(A)

(Ｆ)=
(Ｄ)/(Ｃ)(A) (B) (C) (D)

(G)=
(Ｆ)-(Ｅ)

時点間比較による分析やデータの組み合わせ方によっては、データの欠損、ゼロ除算、割合が
100％を超えるなどの分析上の不都合が生じる場合があります。
IF関数で計算結果を補正したり、時点間比較が不可能な秘匿：「ｘ」や接続不可：「@」など

の不要な行はフラグを設定して集計除外するなどにより調整してください。

農林業センサスや経済センサスデータは、秘匿などの数値以外の統計記号がデータ中に含まれ
ています。分析に支障がある場合は、表計算ソフトの置換機能等を使って統計記号を空欄やダミ
ー値（分析に影響を与えない任意の値）に変換する必要があります。

【変換の例】
秘匿：「x」 → 空欄に変換 事実不詳：「…」→ 空欄に変換
接続不可：「＠」→ 空欄に変換 事実がない：「-」 → 「0」に変換

合計(Q)
(Ｈ)

(R)=
(Ｈ)/(Q) この事例では、J列及びK列が

「＠」（接続不可）、又はJ列～
M列のいずれかが「ｘ」や「ｰ」
表示である集落の計算結果がエ
ラーとなり比較ができないため、
フラグ等を設定（付加）するな
どして集計対象から除外します。

■ （3）で加工・編集したデータ項目を組み合わせて、分析指標を計算します。
※ 次の例では、農林業センサスの田経営耕地面積と田経営耕地面積のある経営体数から
１経営体当たりの田経営耕地面積を、農業基盤情報基礎調査の田区画の規模別面積から、
50a以上の田の整備率を算出しています。

ポイント

２

表計算ソフトの関数を利用して、データから分
析指標を作成します。

１



２．表・グラフによる農業集落の分析（表計算ソフトを用いた分析）

（1）データのランク分けによる地域の抽出

■ １．で作成した分析指標に対して、ランク分けの書式設定を行います。
※ 次の例では、田50a以上整備率等について、設定を行っています。

２．表・グラフによる農業集落の分析（表計算ソフトを用いた分析） 8

ランク分けする項目のデー
タを全て選択します。

条件付き書式から「ルール
の管理」を選択します。

「新規ルール」を選択後、選
択セルのルールの種類、ルール
の内容の設定を行います。

１

２

３

既に設定されているルールを変
更したい場合は、編集したいルー
ルの行、列を選択後に「ルールの
編集」を選択します。



■ 各農業集落のランク分けを複数の指標で行い、特徴的な地域を抽出します。

２．表・グラフによる農業集落の分析（表計算ソフトを用いた分析） 9

農地整備率は低いが、大
規模経営体への農地の集積
が進んでいる地域。

農地が整備されており、
大規模経営体への農地の集
積が進んでいる地域。



多面的または中山間あり
多面的機
能あり

中山間直
払いあり

多面＋中
山間あり

0～50a 10 9 0 1 14
50～100a 88 48 18 22 78
100～200a 377 249 43 85 129
200～500a 803 584 50 169 113
500～1000a 390 321 7 62 50
1000～5000a 79 59 3 17 15
5000～10000a 1 1 0 0 0
10000a～ 0 0 0 0 0

2020年

農業集落数

なし

COUNTIF関数やSUMPRODUCT関数を使って算出する例です。

【SUMPRODUCT関数を使用した計算式の例】
①
=SUMPRODUCT(($L$2:$L$3075>=0)*($L$2:$L$3075<50) 

*(O$2:$O$3075=1)*(R$2:$R$3075=1))

②
=SUMPRODUCT(($L$2:$L$3075>=100)*($L$2:$L$3075<200)*
($O$2:$O$3075=2)*($R$2:$R$3075=1))

（2）グラフを用いた傾向の把握

２．表・グラフによる農業集落の分析（表計算ソフトを用いた分析） 10

※1は、「2020_１経営体当たり経営耕地面積(a)」のセルを参照し、「0a以上50a未満」
の集落をカウントします。
※2は、多面支払と中山間支払に取り組む集落フラグが入力されているセルを参照して
「多面のみ」=１の集落をカウントします。
※３は、集計除外する集落フラグが入力されているセルを参照して「集計対象」=１の集
落をカウントします。

※1

※2 ※3

比率を算出
します。

多面的または中山間あり
多面的機
能あり

中山間直
払いあり

多面＋中
山間あり

0.6 0.7 0 0.3 3.5
5.0 3.8 14.9 6.2 19.5

21.6 19.6 35.5 23.9 32.3
45.9 45.9 41.3 47.5 28.3
22.3 25.3 5.8 17.4 12.5
4.5 4.6 2.5 4.8 3.8
0.1 0.1 0 0 0

0 0 0 0 0

構成比

なし

グラフを作成します。

0

20

40

60

日本型直接支払い制度に取り組む集落の1経営体当たりの耕地面積

(2020年)
多面または中山間あり

なし

(％)

■ １．で作成した分析指標をもとに、農業集落数を階層分けして集計します。
■ 集計結果からグラフを作成し、全体の傾向を把握します。
※ 次の例では、多面的機能支払及び中山間地域等直接支払の組織の有無と、2020年
の１経営体当たりの経営耕地面積を分析指標に集計を行っています。

対象となるデータから条件に一
致する農業集落数を算出します。

１

２

３


Sheet1

		2020年 ネン		農業集落数 ノウギョウ シュウラク スウ

				多面的または中山間あり タメンテキ チュウサンカン								なし

						多面的機能あり タメン テキ キノウ		中山間直払いあり チュウサンカン チョク バラ		多面＋中山間あり タメン チュウサンカン

		0～50a		10		9		0		1		14

		50～100a		88		48		18		22		78

		100～200a		377		249		43		85		129

		200～500a		803		584		50		169		113

		500～1000a		390		321		7		62		50

		1000～5000a		79		59		3		17		15

		5000～10000a		1		1		0		0		0

		10000a～		0		0		0		0		0






Sheet1

		2020年 ネン		構成比 コウセイヒ

				多面的または中山間あり タメンテキ チュウサンカン								なし

						多面的機能あり タメン テキ キノウ		中山間直払いあり チュウサンカン チョク バラ		多面＋中山間あり タメン チュウサンカン

		0～50a		0.6		0.7		0		0.3		3.5

		50～100a		5.0		3.8		14.9		6.2		19.5

		100～200a		21.6		19.6		35.5		23.9		32.3

		200～500a		45.9		45.9		41.3		47.5		28.3

		500～1000a		22.3		25.3		5.8		17.4		12.5

		1000～5000a		4.5		4.6		2.5		4.8		3.8

		5000a～10000a		0.1		0.1		0		0		0

		10000a～		0		0		0		0		0







３．農業集落境界データ（地図）を用いた“見える化”（QGISを用いた分析）

（1）農業集落境界データのダウンロード

3. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析)

農業集落境界データのフォル
ダをQGISの画面にドラッグ＆
ドロップします。

11

■ 「地域の農業を見て・知って・活かすDB」のページから「農業集落境界データ」
のリンクを開きます。

■ 「ダウンロード（外部リンク）」から「１．農業集落境界」をクリックし、利用す
る都道府県のファイルをクリックするとダウンロードが始まります。

■ ダウンロードしたファイルはZIP形式で圧縮されているため、任意のフォルダに解
凍します（QGISではZipファイルの状態では利用できないため、必ず解凍したフォル
ダを作成し使用してください。）。

※ 境界データはSHAPEというデータ形式で、shp、shx、dbf、prjの４つのファイル
が入ったフォルダが作成されます。

（2）農業集落境界データの読み込み

■ QGISをダウンロードしたフォルダ内の“QGIS Desktop”をクリックして起動しま
す。

■ （1）の農業集落境界データを読み込みます。

１



※ 新たに作成したデータセットは、「個人経営体_年齢別の基幹的農業従事者数」
【SA4003】の男女計をもとに、65歳以上の基幹的農業従事者数の割合を求め、農業
地域類型【IA0001】を貼り付けたものです。

（3）データファイルの読み込み

3. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析)

ファイルがレイヤに追加され都道府
県の農業集落地図が自動的に表示され
ます。

データファイルのシートを表
示した状態で、「名前を付けて
保存」をクリックします。

ファイルの種類を「CSV（コ
ンマ区切り）」を選択し、ファ
イル名を入力します。

12

■ 新たに作成したデータファイルを CSV形式に変換します。
※ 表計算ソフトで加工したデータセットをQGISで読み込めるよう、CSV形式へ変換
します。

※ 表（シート）内の数値項目に数式が設定されたままではQGISで正しく読み込まれ
ないため、例えば、「コピー」→「値」として貼り付けするなどして、数式から値に
変換します。

男女計(A)

２

65歳以上計(B) (B)/(A)*100

データファイル.xlsx
の掲載データ

１

２

２



※ QGISでCSVファイルを読み込むと、数値データ項目も文字データとして認識されま
す。文字データのままでは、階層区分ごとの色分けなど、この後の作業が行えないため、
数値データとして認識されるようCSVファイルのデータの書式設定を行う必要がありま
す。

※ CSVファイルの各項目列が、数値か文字かを指定した設定ファイル(CSVTファイル)
をCSVファイルと同じフォルダに置くことでデータの型を指定して取り込めます。

■ CSVファイルと同じフォルダに新しいテキストファイルを作成し、CSVファイルと同
じ名称で、拡張子が「.csvt」のファイル名に変更します。

■ CSVファイルの各項目が文字データか数値データかを確認します。
■ CSVTファイルをメモ帳等のエディタで開き、CSVの項目順に「,」（カンマ）区切り
で、「string」（文字データ）か「real」（実数データ）を記述して保存します。

3. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析)

例：「データファイル.csv」の設定ファイル（CSVTファイル）を作成する場合。

CSVファイルを
QGISの画面にドラッ
グ＆ドロップします。

13

■ CSVファイルの数値データをQGISで読み込むため、CSVTファイルを作成します。

■ データファイル（CSVファイル）を読み込みます。

文字列
string

数値
real

作成するファイル データファイル.csvt

基本指標部のため
文字列で使用

統計データのため
数値で使用

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

１２

CSVファイルとCSVTファイルにおけるデータ構成やファイル名が一致していないと、正
しくCSVファイルが読み込めませんので注意してください。

ポイント



3. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析)

レイヤパネルで集落境界
をダブルクリックします。

テーブル結合タブを選
択して下部の「+」をク
リックします。

「結合属性(J)」をチェックす
ることで、下欄の項目が選択可
能となるので、結合しようとす
る項目をクリックしてチェック
を入れます。

14

（4）農業集落境界データとデータファイルの結合

■ 農業集落境界データにデータファイルを結合します。

１

２

４

結合するデータファイル
と結合に利用する項目を
（「KEY」）選択します。

３



（5-1）地図の塗り分け（数値データの場合）

■ 結合したデータ項目（数値データ）により農業集落の塗り分けを設定します。

3. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析)

レイヤパネルで
集落境界をダブル
クリックします。

15

「値」で色分けに使う
項目を選択し、「シンボ
ル」、「モード」、「ク
ラス（分類数）」を設定
します。

シンボロジタブを選択して「連続
値による定義」をクリックします。

各階層のシンボル、値、
凡例の内容は、該当箇所
をダブルクリックすると
直接修正できます。１

２

３

４

ポイント
上記、 で各階層の値について、より詳細に設定する必要がある場合は、２を「ルールによ

る定義（rule-based）」に変更し、階層ごとに表示される「ルール」（条件式）をダブルク
リック後、フィルタ欄の右端「ε」をクリックすると詳細な条件式が表示されるので、ここで設
定を行います。
また、 の「モード」欄では「等間隔分類」以外に、「丸め間隔」「固定間隔」「対数ス

ケール」「標準偏差」「等量分類」「自然分類」が選択できます。



（5-2）地図の塗り分け（分類データの場合）

■ 結合したデータ項目（分類データ）により農業集落の塗り分けを設定します。

3. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析)

レイヤパネルで集落境界
をダブルクリックします。

シンボロジを選択して「カテゴリ
値による定義」をクリックします。

「値」で色分けに使
う項目を選択し、「分
類」ボタンをクリック
します。

それぞれのシンボルを
ダブルクリックします。

「シンボルレイヤタイプ」、
「色」、「ストローク幅」等の
設定を行います。

16

１

２

３

４

５



（6）地図の重ね合わせ表示
■ （5-1）で作成した地図の複製を作ります。
■ 複製した地図に対して、（5-2）の設定をします。
■ 地図レイヤの入れ替えにより、重ね合わせの表示を調整します。

3. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析)

レイヤパネルで集落境界を右ク
リックし、「レイヤの複製」を選
択するとコピーが作成されます。

（5）に従って地図の塗り分け
設定を変更し、レイヤのチェッ
クボックスにチェックをいれま
す。

レイヤをドラッグ
して、表示する順番
を変更します。

17

１

２

３



①「選択部分を反転する」、②「編集モード切
替」、③「選択地物を削除」の順にクリックしま
す。最後に「編集モード切替」で編集モードを終
了します。

① 作業の途中で経過を保存したい

＜QGIS：こんなときどうする？＞

「プロジェクトを開く」ボタンから保存した
ファイルを選択するか、保存したファイルをダ
ブルクリックで再開できます。

「プロジェクトの保存」ボ
タンから、保存できます。

② 特定の市町村のみの地図を切り出したい

レイヤパネルで集落境界を
右クリックし、「属性テーブ
ルを開く」をクリックします。

「式による地物選択」をク
リックします。

残したい市町村番号を指定
して下の「地物の選択」をク
リックします。
例：CITY=201

①② ③

＜QGIS：こんなときどうする？＞

18

一般的なソフトウェアと同様に、「プロジェクトの保存」、「プロジェクトを開く」
から作業の中断、再開ができます。

地図の属性情報から、該当市町村以外の地域を選択して削除します。

１

２

１

２

３

４



③ 複数の都道府県を１つの地図レイヤにしたい

＜QGIS：こんなときどうする？＞ 19

結合したい複数の都道
府県の境界データをレイ
ヤパネルにドラッグ＆ド
ロップします。

１

メニューから「ベク
タ」>「データ管理
ツール」>「ベクタレ
イヤをマージ」を選び
ます。

２

出力レイヤ「…」タブを押し、「ファイ
ルを保存」から保存先を選択します。
ファイル名を入力し、「ファイルの種

類」を「SHP files（*.shp）」にします。
その後、「保存」→「実行」の順にクリッ
クします。

４

選択した保存先に結合されたファイル
が保存されます（今回の場合「結合フォ
ルダ」というフォルダを作成し、ここに
格納しました）。

5

入力レイヤ「…」
タブを押し、該当レ
イヤを選択→OK
座標軸も選びます

３



④ 地図を印刷したい

＜QGIS：こんなときどうする？＞

アイコン「新規印刷
レイアウト」をクリッ
クします。

OKをクリック
します。

「地図を追加」、「凡
例を追加」をクリックし
て、地図の描画領域上に
配置します。

⑤ 地図を画像として保存したい

プロジェクトの「インポー
トとエクスポート」>「地図
を画像にエクスポート」をク
リックします。

アイテム（追加した地図や凡例など）
を右クリックし「アイテムのプロパ
ティ」を選択し、それぞれの表示を調整
します。用紙の設定は、地図の描画領域
上で右クリックし、「ページのプロパ
ティ」を選択しここで設定します。

印刷します。PDFや画
像形式でも保存できます。

20

用紙のイメージ上に地図や凡例を配置して、印刷を行います。

作業中の地図を画像ファイルとして出力します。凡例や縮尺をつけた画像ファイルが
必要な場合は、「地図を印刷したい」の項目を見てください。

１ ２

３
４

５

１



⑥ 属性データが数値として扱えない

＜QGIS：こんなときどうする？＞

レイヤパネルで
集落境界をダブル
クリックし「属
性」を選択します。

「新規フィールドを作成」にチェックが
入っていることを確認、「出力する属性
（フィールド）の名前」は数値に変換したい
項目の名前（任意の名前）を入力し、
「フィールド型」は「小数点付き数値
（real)」を選択します。

項目名は、「フィール
ドと値」から選択でき
ます。

21

CSVファイルから文字列としてQGISに取り込まれた項目を数値に変換し、新しい属性
データとして追加します。

式に「to_real(”【項目名】”)」と入力し、
OKを押すと、データ変換した項目が追加さ
れます。

１

３

４

Qstring ： 文字列
int ： 整数
double ： 実数

「フィールド計算機」
ボタンをクリックします。

２



⑦ 取り込んだデータから分析指標を作成したい

＜QGIS：こんなときどうする？＞

レイヤパネルで集
落境界をダブルク
リックし「属性」を
選択します。

⑧ 集落の名称を表示したい

レイヤパネルで集落境
界をダブルクリックしま
す。 単一定義を選択して値に

「RCOM_NAME」(農業集
落名)を設定します。

22

農業集落境界とリンクしたデータを組み合わせて、分析に用いる変数を作成します。

集落境界レイヤの表示設定を行って、農業集落名称を表示させます。

１

１

２

フィールドタブを
選択し、「フィール
ド計算機」ボタンを
クリックします。

２

「新規フィールドを作成」に
チェックが入っていることを確認、
「出力する属性（フィールド）の名
前」に任意の名前を入力し、
「フィールド型」を「小数点付き数
値（real）」にします。

式に変数を作成する数式を入力し
ます。

３

項目名は、「フィール
ドと値」から選択でき
ます。



＜QGIS：こんなときどうする？＞

レイヤパネルで集落境
界を選択します。

「地物情報表示」のアイ
コンをクリックします。

23

⑨ 農業集落の属性情報を確認したい

選択した農業集落の情報を、サイドパネルに表示させます。

市町村名と農業集落名など、複数の属性情報を表示する場合は、表示したい内容を式
で指定します。

地図上で農業集落を選
択するとサイドパネルに
「地物情報」が表示され
ます。

１

２

３

右の「フィールドと値」から項目を
追加します。項目間には、「||」を入
力します。

２

ラベルタブを選択して
「ε」ボタンをクリック
します。

１

” CITY_NAME” ||’¥n’ ||
”KCITY_NAME” ||’¥n’ ||
” RCOM_NAME”

「||」は文字列の連結、
「’¥n’」は改行を意味します。



＜QGIS：こんなときどうする？＞

「XYZ Tiles」＞「新し
い接続」をクリックしま
す。

URLを入力し、必要に
応じて、認証設定を行っ
てください。
(P.25「インターネット接
続の設定をしたい」参照)

XYZ Tilesに先ほど設定した接続が
表示されます。設定した接続をダブ
ルクリックすることで、レイヤに地
形図が表示されます。

24

⑩ 背景に地形図を表示したい

QGISに、国土地理院の地図を読み込み、地図を表示できるようにします。
■ XYZ接続を表示します。
※ XYZ接続の表示には、QGISがインターネットに接続できる必要があります。
「インターネット接続の設定をしたい」をご覧ください。

国土地理院標準地図のURL
https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz
/std/{z}/{x}/{y}.png

１

２

３



＜QGIS：こんなときどうする？＞

⑪ インターネット接続の設定をしたい

⑫ 地図が横長に歪んで見える

画面下の「EPSG」をクリック
します。

フィルターに「3857」を
入力します。

「WGS 84 / Pseudo-
Mercator」を選択し、OK
ボタンをクリックします。

「設定」＞「オプショ
ン」をクリックします。

25

利用環境によっては、インターネットの接続にプロキシサーバーの設定が必要な場合

があります。

設定内容は環境によって異なるため、ネットワークの管理者にご確認ください。

地図は、投影方法によって歪みが生じます。投影方法を変更すると見え方が変わりま

す。以下は、インターネットの地図サービスで使われている投影方法を指定する例です。

１

１

２

３

ネットワークタブの
「ウェブ接続にプロキシを
使用する」にチェックを入
れ、プロキシの情報を入力
します。

２

「＋」をクリックし、
認証の設定を行います。

３



＜QGIS：こんなときどうする？＞

⑬ 別途入手した地図データが農業集落境界と重ならない

26

地図を正しく表示するためには、地図データの座標系（CRS）を正しく指定する必要

があります。

■ 各レイヤのCRS（座標系）を指定します。
データの座標系は、データ入手先に確認してください。農業集落境界データは、

JGD2000（EPSG：4612）です。

レイヤパネルで地図を
ダブルクリックします。

１

CRSの選択ボタンを
クリックします。

２

適切な座標系（CRS）
を選択してOKをクリック
します。

３
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⑭ 文字化けを解消したい

27

農業集落境界データの属性テーブルを開いた時や地図に集落名等を表示させた時に

文字化けのため、集落名等が正しく表示されない場合があり、文字化けを解消して正

しい文字を表示させる必要があります。

文字コードを
「Shift_JIS」又は
「UTF-8」に変更し
OKをクリックします。

３

レイヤパネルで集落
境界をダブルクリック
します。

１

ソースタブを選択し、
「文字コード」のプル
ダウンをクリックして
開きます。

２



＜（参考） よく使うCRSと対象地域＞

（参考） よく使うCRSと対象地域
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注１：座標系とは、地球上のある場所の位置を、座標値（経緯度またはXYなど）を使って示す際の決まりの
ことをいいます。
一般的に利用される座標系には、大きく分けて「経緯度座標系（球形座標系）」と「XY座標系（数学座

標系）」の2つがあります。
注２："経緯度座標系"は、赤道からの角度（緯度）、子午線からの角度（経度）により位置を示すもので、
広い範囲を扱う小縮尺向きの座標系です。

注３："XY座標系"は、地球を平面に投影した面上における原点からの距離で位置を示すものです。代表的な
ものに「平面直角座標系（19座標系）」や「UTM座標系」などがあります。

注４：“平面直角座標系”は、日本の公共測量で採用されている座標系で、「平成14年国土交通省告示第9
号」で定義されています。
国土地理院刊行の「1/2,500 国土基本図」や「1/5,000 国土基本図」など、大縮尺地図で利用されていま
す。投影法はガウス クリューゲル図法（「横メルカトル図法」とも呼ばれる）を採用し、楕円体面を平面
に投影することによる歪みを小さくするために、日本全国を 19 の地域に分割してそれぞれに座標原点を
設けています。

注５：”CRS”は、「Coordinate Reference System」の略であり、座標参照系といいます。“CRS”は、GIS
の中で一般的に使用されている位置を表す決まりのことです。

注６：”EPSG”は、「European Petroleum Survey Group」の略であり、EPSGコードは各国の様々な測地
系や投影法に対して、ユニークな ID 番号（コード：EPSG○○○○）を振り分けたものです。

■ 経緯度座標系

測地系 名 称 EPSG 主な対象地域

世界測地系 JGD2000 4612 全域

■ 平面直角座標系

測地系 名 称 EPSG 主な対象地域

世界測地系 JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅰ 2443 長崎県、（鹿児島県の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅱ 2444
福岡県､佐賀県､熊本県､大分県､

宮崎県､鹿児島県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅲ 2445 島根県､広島県､山口県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅳ 2446 香川県､徳島県､愛媛県､高知県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅴ 2447 兵庫県､鳥取県､岡山県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅵ 2448
福井県､三重県､滋賀県､京都府､

大阪府､奈良県､和歌山県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅶ 2449 富山県､石川県､岐阜県､愛知県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅷ 2450 新潟県､山梨県､長野県､静岡県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅸ 2451
福島県､茨城県､栃木県､群馬県､

埼玉県､千葉県､東京都､神奈川県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅹ 2452
青森県､岩手県､秋田県､宮城県､

山形県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅺ 2453 （北海道の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅻ 2454 北海道（北海道の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅢ 2455 （北海道の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅣ 2456 （東京都の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅤ 2457 沖縄県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅥ 2458 （沖縄県の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅦ 2459 （沖縄県の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅧ 2460 （東京都の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅨ 2461 （東京都の一部）
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